
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又は
維持運営等措置

三隅公民館屋上防水他改修
工事

浜田市 14,861,880 9,986,000



Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

三隅公民館屋上防水他改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 浜田市
交付金事業実施場所 浜田市三隅町向野田

交付金事業の概要

　三隅公民館は平成9年の建設から19年が経過しており、施設の老朽化が進んでいます。この度、屋上防水シー
トの劣化及び外壁のクラックが原因となり、雨漏りが発生し、早急な改修が必要となっています。
　当施設は地域住民の生涯学習推進の拠点施設及び地域の保健施設となっていること、また指定避難所として
の機能も併せ持っており、地域住民の利便性と安全確保の観点から改修工事を行います。
　具体的には、屋上防水工事（RF屋上A=184.4㎡、平屋部屋上A=816.9㎡、渡り廊下屋上A=39.9㎡）、外壁防水工
事（防水塗装A=22.6㎡）を行います。

総事業費 14,861,880
交付金充当額 9,986,000
うち文部科学省分 0
うち経済産業省分 9,986,000

交付金事業の成果目標

　当施設は会議や講習会などで年間約1万人が利用する地域の生涯学習推進の拠点施設であり、また指定避難
所にも指定されています。しかし、老朽化により利用者の安全な施設利用、また災害等の非常時に使用する場合
に不安があるなど、維持継続に支障をきたす恐れがあるため、早急な補修が必要となっています。
　本事業の実施により、当該施設が地域の学習活動や豊かな関係づくりをサポートする生涯学習推進の拠点施
設として、また地域の保健施設として、世代を超えて地域の方々に利用し続けていただける場所となります。ま
た、指定避難所としていざという時の利用に不安とならないよう、地域の方々への安全安心な場所を提供します。
　今後も、地域住民の教育・防災の拠点施設として更なる安全・安心と利用促進を図りながら発電用施設の設置
及び運転の円滑化のため本交付金が活用されているなど、電源立地に関する周知・理解に繋げていきます。

交付金事業の成果指標
　上記の目標を達成するため、改修工事終了後、施設の利用要望件数に対する利用実績数を100％にすることを
成果指標とし、併せて雨漏り等を起因とする苦情件数”0”を目指します。

交付金事業の成果及び評価

　公民館屋上の防水シート張替え等工事の施行にあたっては、当初予定のとおり実施できました。工事に伴う公
民館運営に大きな支障はなく、通常どおり地域の方々に利用していただき、苦情0件、利用要望件数に対する利
用実績100％で運営することができました。
　事業の完了により施設内の雨漏りが解消し、施設利用者への利便性・安全性を保つことができました。今後も
引き続き、地域の皆さんの交流の場として拠点施設としての運営に努め、災害等緊急時の避難施設としての施
設の維持管理にも努めていきます。また、本事業が電源立地地域対策交付金により実施されたことについて、今
後、市ホームページや市広報により広く周知し、電源立地事業に係る理解に繋げていきます。



無
（１）事業ごとに作成すること。 

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

各種改修工事 一般競争入札 蔵本工業株式会社 14,861,880
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 該当なし

（備考）

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成員等
を記載


